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当
会
が
設
立
し
て
か
ら
一
〇
年
が
経

過
し
て
、
節
目
と
な
る
第
一
〇
回
目
の

『
二
〇
一
〇
年
度
定
例
総
会
』
が
、
五
月

二
二
日(

土)

午
後
一
時
半
よ
り
東
京
都

品
川
区
西
五
反
田
の
「
ア
リ
ア
ル
五
反
田

駅
前
ビ
ル
」
の
九
階
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
八
年
十
一
月
三
○
日
の
臨
時

総
会
以
来
の
東
京
都
内
で
の
会
場
に
、
正

会
員
数
八
二
名
の
中
で
二
八
名
が
出
席

し
、
委
任
状
二
三
名
を
含
め
て
総
数
五
一

名
の
参
集
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定
款
の

議
決
権
を
有
す
る
二
分
の
一
以
上
の
出

席
が
確
認
さ
れ
、
中
山
事
務
局
長
か
ら
本

日
の
定
例
総
会
が
有
効
に
成
立
し
た
こ

と
を
告
げ
ら
れ
大
川
理
事
長
の
開
会
宣

言
の
後
、
事
務
局
よ
り
推
薦
さ
れ
た
下
堀

克
巳
正
会
員
が
満
場
一
致
で
議
長
に
選

任
さ
れ
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
は
じ

め
に
、
大
川
理
事
長
か
ら
挨
拶
で
、
当
会

が
二
〇
〇
〇
年
三
月
の
設
立
総
会
以
来
、

一
〇
年
余
り
の
活
動
を
続
け
て
き
た
中

で
の
構
造
設
計
偽
装
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の

施
工
ミ
ス
、
確
認
申
請
手
続
き
の
ご
ま
か

し
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
工
場
の
偽
装
等
た
く
さ
ん
の

社
会
問
題
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
あ
げ

ら
れ
、
世
の
中
に
欠
陥
建
築
、
欠
陥
住
宅

が
生
ま
れ
て
く
る
仕
組
み
は
一
〇
年
前

と
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
捉
え
る
必

要
性
の
有
る
事
、
そ
し
て
欠
陥
建
築
に
対

峙
し
続
け
る
私
た
ち
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会

の
活
動
が
今
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
肝
に
銘
じ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

引
き
続
き
、
以
下
の
議
案
審
議
に
入
り

ま
し
た
。 
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大
川
理
事
長
か
ら
総
括
報
告
の
後
、
各

部
会
（
広
報
部
会
・
渉
外
部
会
・
研
修
講

習
部
会
・
技
術
研
究
部
会
・
総
務
部
会
）

活
動
報
告
が
各
部
会
か
ら
、
地
区
活
動
報

告
が
横
浜
、
千
葉
、
東
京
、
九
州
・
山
口
、

関
西
グ
ル
ー
プ
か
ら
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
懸
念
事
項
で
あ
っ
た
地
区

活
動
が
活
発
に
走
り
だ
し
た
こ
と
が
活

動
報
告
の
目
玉
で
し
た
。
九
州
と
関
西
地

区
で
は
自
主
的
な
研
修
会
（
会
の
指
定
研

修
会
と
同
等
と
み
な
さ
れ
る
地
区
研
修

会
）
を
実
施
し
、
軌
道
体
制
が
固
ま
っ
て

き
た
こ
と
だ
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
各
地
区

で
活
躍
す
る
会
員
の
努
力
で
会
報
「
楔
」

の
配
布
機
関
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。 
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事
業
報
告
と
し
て
各
部
会
よ
り
相
談

会
、
広
報
活
動
、
講
演
活
動
、
研
修
活
動

の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。
第
九
回
建
築
Ｇ

メ
ン
認
証
試
験
で
は
受
験
者
が
六
名
の

内
、
四
名
の
方
が
合
格
さ
れ
新
任
建
築
Ｇ

メ
ン
が
誕
生
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。 
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決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
が
あ
り
、
採

決
で
そ
れ
ぞ
れ
賛
成
多
数
で
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 
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大
川
理
事
長
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
度
も

当
会
の
活
動
が
さ
ら
に
発
展
す
る
活
動

基
本
方
針
を
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、
各
部
会

か
ら
詳
細
の
活
動
方
針
が
報
告
さ
れ
議

決
さ
れ
ま
し
た
。 
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議
案
書
発
表
ど
お
り
全
て
の
議
案
が

賛
成
多
数
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 
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推
薦
さ
れ
た
理
事
一
七
名
と
監
事
一

名
が
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

以
上
の
通
り
全
議
案
が
慎
重
に
審
議

さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
度
の
定
例
総
会
は
午

後
五
時
に
閉
会
し
ま
し
た
。 
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六
月
五
日
の
定
例
理
事
会
に
お
い
て
、

あ
ら
か
じ
め
総
会
で
選
任
さ
れ
た
理
事

の
互
選
に
よ
り
、
本
年
度
の
当
会
役
員
が

以
下
の
通
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

な
お
、
氏
名
下
欄
の
カ
ギ
括
弧
内
の
表

記
は
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
部
会
を
示

し
、
う
ち
部
会
名
を
□
で
囲
ん
で
表
示
し

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
事
等

が
当
該
部
会
の
長
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。 

 

顧
問  

田
中
峯
子  

理
事
長  

大
川
照
夫
「
財
務
部
会
、
技
術
研
究
部

会
（
法
務
・
法
規
）
」  

副
理
事
長  

第
一
位 

山
本
孝
「
総
務
部
会
、
技
術

研
究
部
会
（
法
務
・
法
規
）
」  

第
二
位 

川
口
晴
保
「
広
報
部
会
（
会

報
、
ＨＰ
担
当
）
、
渉
外
部
会
」  

常
任
理
事  

石
岡
善
正
「
総
務
部
会
、
広
報
部
会
（
会

報
担
当
）
」 

鈴
木
幸
司
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
、

HP
担
当
統
括
）
、
渉
外
部
会
」  

田
岡
照
良
「
渉
外
部
会
、
研
修
・
講
部

会
、
技
術
研
究
部
会
（
設

備
）
、
出
版
部
会
」  

髙
木
幸
一
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
統

括
）
、
研
修
・
講
習
部
会
、

渉
外
部
会
」  

原
田
久
義
「
研
修
・
講
習
部
会
、
技
術

研
究
部
会
（
構
造
工
法
）
」  

理
事  

赤
坂
裕
志
「
研
修
・
講
習
部
会
、
総
務

部
会
、
技
術
研
究
部
会

（
法
務
・
法
規
）
」  

石
川
芳
久
「
研
修
・
講
習
部
会
、
技
術

研
究
部
会
（
設
備
）
」  

蒲
生
政
明
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）
、

渉
外
部
会
」  

古
屋
敷
直
樹
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）
、

渉
外
部
会
」  

佐
藤
賢
典
「
渉
外
部
会
、
技
術
研
究
部

会
（
構
造
工
法
）
」  

下
堀
克
巳
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）
、

渉
外
部
会
」  

藤
井
章
旨
「
渉
外
部
会
、
研
修
・
講
習

部
会
、
総
務
部
会
」  

松
下
峻
夫
「
広
報
部
会
（
会
報
担
当
）
、

渉
外
部
会
」  

宮
田
義
弘
「
渉
外
部
会
」  

監
事  

大
木
昭
治  

事
務
局
長 

中
山
良
夫
「
出
版
部
会
、
広
報
部
会
（
HP 

担
当
）
、
財
務
部
会
」 
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こ
の
と
こ
ろ
、
建
物
の
基
礎
に
か
か
わ

る
調
査
が
増
え
て
い
ま
す
。
基
礎
の
不
具

合
が
、
壁
の
ひ
び
割
れ
や
雨
漏
り
な
ど
と

違
う
点
は
、
補
修
工
事
が
難
し
く
、
中
に

は
補
修
が
不
可
能
で
あ
る
場
合
が
あ
る

こ
と
で
す
。
土
台
か
ら
上
の
補
修
は
大
概

で
き
ま
す
。
補
修
後
の
後
遺
症
も
残
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
地
面
に
埋
ま
っ
て
い
る

基
礎
の
補
修
は
、
工
事
自
体
が
非
常
に
難

し
く
、
高
度
な
施
工
技
術
が
必
要
に
な
り

ま
す
。 

 

基
礎
に
何
ら
か
の
不
具
合
現
象
が
起

き
た
場
合
、
そ
の
原
因
は
大
別
し
て
二
つ

あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
地
盤
と
基
礎
構
造

の
問
題
で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
基
礎
の
施

工
の
問
題
で
す
。
実
例
の
一
部
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

建
築
し
て
二
年
の
木
造
二
階
建
て
住

宅
で
す
。
外
観
は
と
て
も
セ
ン
ス
の
良
い

高
級
感
あ
ふ
れ
る
住
宅
で
す
。
入
居
後
ま

も
な
く
外
ま
わ
り
の
布
基
礎
に
大
き
な

ひ
び
割
れ
が
入
り
、
床
の
傾
斜
が
ひ
ど
く

な
り
、
ド
ア
の
開
閉
に
支
障
が
出
て
き
ま

し
た
。
工
事
業
者
は
、
原
因
不
明
と
い
う

こ
と
で
取
り
合
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
私
ど
も
の
調
査
の
結
果
、
不
同
沈
下

が
原
因
で
建
物
が
傾
き
、
基
礎
に
ひ
び
割

れ
が
生
じ
、
床
に
傾
斜
が
起
き
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
不
同
沈
下
は
、

個
々
の
敷
地
の
沈
下
に
対
し
て
使
う
言

葉
で
、
建
物
の
一
部
が
局
部
的
に
沈
下
す

る
こ
と
や
、
建
物
の
場
所
に
よ
っ
て
沈
下

量
が
異
な
る
た
め
に
建
物
が
傾
く
現
象

を
指
し
ま
す
。
一
方
、
地
盤
沈
下
は
、
比

較
的
広
範
囲
に
地
盤
が
沈
む
こ
と
を
指

し
、
個
々
の
敷
地
や
建
物
が
バ
ラ
バ
ラ
に

動
く
こ
と
で
は
な
く
、
周
辺
道
路
を
含
め

て
地
域
単
位
で
沈
み
込
み
ま
す
。 

 

こ
の
敷
地
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
に
よ
る
地
盤
調
査

を
行
っ
て
お
り
、
地
盤
調
査
報
告
書
も
残

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
四
箇
所

の
測
点
の
う
ち
二
箇
所
に
自
沈
層
が
散

見
さ
れ
ま
す
。
建
物
は
自
沈
層
の
あ
る
地

点
周
辺
が
沈
下
し
て
お
り
、
地
盤
調
査
の

結
果
に
従
っ
た
沈
下
現
象
が
起
き
て
い

ま
す
。
こ
の
敷
地
は
、
深
さ
二
メ
ー
ト
ル

付
近
に
支
持
層
が
あ
り
、
そ
の
上
層
は
軟

弱
地
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
盤
補
強
工

事
を
行
う
と
い
う
選
択
肢
が
適
正
な
の

で
す
が
、
こ
の
業
者
は
地
盤
に
問
題
な
し

と
し
て
布
基
礎
構
造
を
採
用
し
て
い
ま

す
。 

 

実
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
試
験
の
結
果
を
読
み
取
り
、
基
礎
形

式
を
選
択
す
る
こ
と
は
専
門
知
識
が
な

い
と
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
地
盤
調
査
報
告

書
の
所
見
に
は
「
軟
弱
傾
向
の
数
値
が
確

認
さ
れ
ま
す
」
と
し
か
表
現
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
専
門
知
識
が
な
け
れ
ば
何
の
こ
と

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
試
験
の
結
果
は
換
算
Ｎ

値
で
表
さ
れ
て
お
り
、
建
築
基
準
法
で
は

基
礎
形
式
を
選
択
す
る
数
値
が
地
耐
力

（
地
盤
の
長
期
許
容
応
力
度
）
で
表
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
比
較
は
で

き
ま
せ
ん
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
サ
ウ
ン
デ

ィ
ン
グ
試
験
は
、
地
盤
の
支
持
力
の
評
価

が
目
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
自
沈
層
の
存

在
を
確
認
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
義
が

あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
土
質
を
確
認

し
、
地
盤
の
不
均
一
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

自
沈
層
の
有
無
を
確
認
し
、
換
算
Ｎ
値
と

地
耐
力
を
比
較
し
な
が
ら
基
礎
構
造
を

選
択
す
る
と
い
う
専
門
的
な
考
察
が
必

要
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
物
件
は
、
布
基
礎
が
不
均
等
に
下

が
り
、
し
か
も
大
き
く
割
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
工
法
に
よ
る
補

修
を
断
念
し
、
建
物
を
曳
き
家
（
移
動
）

し
、
既
存
の
基
礎
を
撤
去
し
、
地
盤
補
強

工
事
を
行
い
、
新
た
な
基
礎
を
造
り
、
建

物
を
戻
す
と
い
う
難
工
事
を
行
う
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
移
動
に

伴
い
建
物
に
動
き
が
生
じ
、
建
物
の
気
密

性
能
の
低
下
と
い
う
後
遺
症
が
残
り
ま

し
た
。 

 
 

 

次
の
物
件
も
入
居
し
て
三
年
と
い
う
、

重
厚
な
造
り
の
木
造
二
階
建
て
住
宅
で

す
。
奥
さ
ん
が
基
礎
の
そ
ば
に
花
壇
を
造

る
た
め
に
少
し
掘
り
ま
し
た
。
布
基
礎
の

下
方
が
見
え
て
き
た
の
で
す
が
、
「
雷
お

こ
し
」
状
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し

た
。
ご
主
人
が
さ
ら
に
深
く
掘
っ
て
み
る

と
、
布
基
礎
の
底
盤
が
砂
利
状
態
で
、
鉄

筋
が
露
出
し
て
い
ま
す
。
工
事
業
者
は

「
良
く
あ
る
こ
と
で
す
」
と
い
い
、
モ
ル

タ
ル
を
流
し
込
め
ば
大
丈
夫
と
い
う
説

明
を
し
て
い
ま
す
。
私
ど
も
の
調
査
の
結

果
、
布
基
礎
の
底
盤
部
分
の
ほ
と
ん
ど
に

ジ
ャ
ン
カ
が
発
生
し
て
お
り
、
ま
た
、
か

ぶ
り
厚
さ
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
ま
し
た
。 

┴
 

基
礎
工
事
は 

や
り
直
し
が
き
か
な
い  

 
 
 

 
 

文
責 
理
事 

蒲
生 

政
明 
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ジ
ャ
ン
カ
と
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

時
に
モ
ル
タ
ル
分
が
流
出
し
、
粗
骨
材

（
砂
利
）
の
み
が
残
さ
れ
て
、
粗
骨
材
が

露
出
し
た
状
態
を
い
い
ま
す
。
こ
こ
の
ジ

ャ
ン
カ
は
ひ
ど
く
、
空
洞
が
見
ら
れ
、
砂

利
を
叩
く
と
バ
ラ
バ
ラ
と
剥
落
す
る
状

態
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
時
に
発
生

す
る
初
期
損
傷
の
ひ
と
つ
で
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
強
度
低
下
に
加
え
、
中
性
化
の
促

進
な
ど
、
耐
久
性
を
低
下
さ
せ
る
損
傷
で

す
。
補
修
す
る
に
は
、
不
要
部
分
を
は
つ

り
取
り
、
健
全
部
を
露
出
さ
せ
モ
ル
タ
ル

を
充
填
す
る
か
、
鉄
筋
全
部
を
露
出
さ
せ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
打
ち
換
え
る
等
の
処

置
が
必
要
で
す
。 

か
ぶ
り
厚
さ
と
は
、
鉄
筋
を
覆
っ
て
い

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
を
い
い
、
鉄
筋

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
付
着
力
を
確
保
し
、

中
性
化
に
よ
る
鉄
筋
の
錆
び
を
防
ぎ
、
耐

火
性
能
を
確
保
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

か
ぶ
り
厚
さ
は
、
建
物
の
強
度
と
耐
久
性

に
直
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
築
基
準

法
で
最
低
寸
法
を
定
め
て
お
り
、
布
基
礎

の
立
ち
上
が
り
部
分
は
四
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
以
上
、
基
礎
（
布
基
礎
の
立
ち
上
が

り
部
分
を
除
く
）
は
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

部
分
を
除
い
て
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

上
で
す
。
こ
こ
の
布
基
礎
の
底
盤
は
ほ
と

ん
ど
が
ジ
ャ
ン
カ
で
あ
る
と
共
に
、
底
面

の
か
ぶ
り
厚
さ
は
平
均
で
二
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
程
度
し
か
な
く
、
ジ
ャ
ン
カ
を
取

り
除
け
ば
鉄
筋
が
露
出
す
る
状
態
で
し

た
。
基
礎
工
事
で
は
、
砕
石
地
業
を
行
い
、

捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施
工
し
、
ス
ペ
ー

サ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
サ
イ
コ
ロ
状
の

物
を
置
き
、
そ
の
上
に
鉄
筋
を
配
置
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
し
ま
す
。
そ
の
ス

ペ
ー
サ
ー
分
が
か
ぶ
り
厚
さ
に
な
り
ま

す
。
こ
こ
の
基
礎
で
は
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
施
工
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ス
ペ

ー
サ
ー
が
砕
石
部
分
に
半
分
以
上
め
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
施
工
は
法
的
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
よ
ほ
ど
施
工
技
術
が
高
く
な
い
と
、

ジ
ャ
ン
カ
を
起
こ
し
た
り
か
ぶ
り
厚
さ

を
確
保
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以

前
は
必
ず
捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施
工

し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
、
こ
こ
数

年
未
施
工
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
な
お
、
玄
関
・
ポ
ー
チ
・
テ
ラ
ス

な
ど
の
土
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
配
筋
し

た
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
（
溶
接
金
網
）
に

は
ス
ペ
ー
サ
ー
を
設
置
し
て
お
ら
ず
、
か

ぶ
り
厚
さ
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 
 

          

か
ぶ
り
厚
さ
不
足
は
建
築
基
準
法
違

反
で
す
。
か
ぶ
り
厚
さ
が
不
足
し
た
場
合

の
補
修
に
は
、
モ
ル
タ
ル
に
よ
っ
て
増
し

塗
り
を
す
る
か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
新
た

に
打
ち
直
す
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
ジ
ャ
ン
カ
と
か
ぶ
り
厚
さ
不
足

が
重
な
っ
た
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
不

良
箇
所
を
は
つ
り
取
り
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
打
ち
直
す
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
布
基
礎
底
盤
の
底
面
の
す
べ
て
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
結
局
、
建
物
を
上
げ
家

（
持
ち
上
げ
）
し
、
新
た
な
基
礎
を
造
る

と
い
う
選
択
肢
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
前
述
の
建
物
と
同
じ
よ
う

に
、
建
物
の
気
密
性
能
の
低
下
は
避
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

            
 

         

ἲסּ ˲α ̌̎ 
̴͕ͻ̰ͻː  ו

ἲסּ  ̦̳ͮ͞˲כ

ἲסּ ˣ˧˨˳̖כ ⁮  h
˲к ̖  

᷈֞ ἲסּ˲  ˲כ
ˏ˺̎ᶚ˙˳ǈǏΤ 
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こ
の
二
件
は
最
悪
の
例
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
基
礎
に
か
か
わ
る
不
具
合

は
非
常
に
深
刻
な
問
題
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
地
盤
調
査
報
告
書
の
判
断
を
よ
り

安
全
側
に
考
え
、
地
盤
補
強
を
行
い
、
捨

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
施
工
し
た
と
し
て

も
、
高
々
百
万
円
程
度
の
こ
と
で
す
。
そ

れ
で
補
修
費
用
一
千
万
円
を
出
さ
な
い

で
済
む
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

判
断
は
決
し
て
過
剰
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。 

 

昨
今
の
風
潮
に
、
と
て
も
気
が
か
り
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
工
事
の
軽
視
で

す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
は
、
や
り
直
し

が
き
き
ま
せ
ん
。
基
礎
工
事
は
、
材
料
を

加
工
し
て
組
み
立
て
る
と
い
う
技
術
に

加
え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
硬
化
と
い
う
化

学
変
化
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
で

す
。
し
か
も
、
出
来
上
が
り
が
一
発
勝
負

で
あ
り
、
あ
と
は
永
遠
に
土
中
に
隠
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
本
来
、
も
っ
と
も
気
を
使

い
、
慎
重
に
行
う
べ
き
工
事
分
野
な
の
で

す
が
、
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。
仕
上
げ
や
設
備
機
器
な
ど
の

見
え
る
部
分
は
と
て
も
豪
華
な
の
で
す

が
、
基
礎
や
配
管
な
ど
の
見
え
な
い
部
分

は
お
そ
ま
つ
と
い
う
建
物
が
厳
と
し
て

存
在
し
て
い
ま
す
。 

実
は
、
二
つ
の
実
例
共
、
設
計
者
（
建

築
士
）
に
よ
る
配
筋
検
査
や
行
政
に
よ
る

完
了
検
査
を
受
け
て
お
り
合
格
し
て
い

る
物
件
で
す
。
建
築
主
に
と
っ
て
は
、
技

術
上
の
不
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
建
築
士
や

技
術
者
へ
の
不
信
感
と
い
う
、
二
重
の
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

地
盤
や
基
礎
に
か
か
わ
る
工
事
は
、
も

っ
と
慎
重
に
行
う
べ
き
と
い
う
自
覚
を
、

行
政
も
設
計
者
も
工
事
業
者
も
建
築
主

も
持
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
ん
な
風
潮
が
住
宅
業
界
に
芽
生
え
る

こ
と
を
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
今
の
、

建
物
の
基
礎
に
か
か
わ
る
調
査
が
増
え

て
い
る
と
い
う
現
実
は
、
少
な
く
と
も
建

築
主
に
は
そ
ん
な
風
潮
が
芽
生
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
な
り
ま
せ
ん
。 

  

新
任
理
事
の
抱
負 

 

     

 

私
が
、
Ｇ
メ
ン
の
会
に
参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
の
は
、
宅
建
協
会
の
『
苦
情
処
理
』

を
担
当
し
て
、
消
費
者
の
被
害
が
あ
ま
り

に
も
多
く
、
消
費
者
の
保
護
の
必
要
性
を

強
く
感
じ
た
次
第
で
す
。 

 

時
を
同
じ
く
し
て
、
一
九
九
七
年
の
秋

で
し
た
。
千
葉
県
山
武
郡
の
「
秋
田
木
造

住
宅
」
の
被
害
が
メ
デ
ィ
ア
に
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
場
を
当
会
研
修
会

で
訪
れ
、
あ
ま
り
の
惨
状
に
言
葉
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 
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こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
た
ど
っ
て
、

一
〇
周
年
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

理
事
長
以
下
役
員
の
皆
様
の
ご
苦
労
は

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
…
と
推
察
い
た

し
ま
す
。
ご
苦
労
様
で
す
。
事
務
局
に
お

い
て
も
、
定
款
・
規
則
・
諸
書
式
が
整
っ

た
と
こ
ろ
へ
、
ノ
コ
ノ
コ
と
出
て
行
く
下

堀
は
「
不
逞
の
輩
」
と
言
わ
れ
て
も
、
反

駁
で
き
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
分
を
取
り
返
す
つ
も
り
で
、
出
来

る
限
り
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
な
に
と
ぞ
、
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
ね
が

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

      

 

こ
の
度
理
事
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
古

屋
敷
直
樹
と
申
し
ま
す
。
建
築
Ｇ
メ
ン
の

会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
四

年
に
な
り
ま
す
。 

入
会
の
動
機
と
し
て
は
、
知
人
等
に
建

築
の
ト
ラ
ブ
ル
事
で
よ
く
相
談
さ
れ
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
施
工
状
況
や

理
不
尽
な
考
え
方
の
業
者
等
が
多
い
こ

と
に
嘆
き
、
同
業
者
と
し
て
恥
ず
か
し
い

思
い
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

建
築
ト
ラ
ブ
ル
を
少
し
で
も
減
ら
し
た

い
思
い
が
あ
り
、
同
会
の
存
在
を
知
っ
て
、

私
に
も
微
力
な
が
ら
何
か
で
き
る
の
で

は
と
思
い
入
会
し
ま
し
た
。 

活
動
を
始
め
て
か
ら
や
は
り
色
々
な

ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
「
他
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引
き
渡
し
前
建
物
調
査 

ご
依
頼
の
方
か
ら
の
ご
回
答 

建
売
住
宅
の
調
査 

ご
依
頼
の
方
か
ら
の
ご
回
答 

増
築
費
用
の
妥
当
性
、 

建
物
の
揺
れ
と
寒
さ
に
関
す
る
調
査 

ご
依
頼
の
方
か
ら
の
ご
回
答 

人
の
振
り
見
て
我
が
振
り
直
せ
」
の
と
お

り
に
、
私
も
自
分
の
仕
事
で
は
ト
ラ
ブ
ル

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
、
同
業
者
の
仲

間
た
ち
に
も
事
例
と
し
て
注
意
喚
起
の

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。 

発
注
者
で
あ
る
相
談
者
側
に
も
問
題

点
が
あ
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
点
も
多
く
の
消
費
者
の
方
に
、
同
会
の

講
演
会
や
相
談
会
等
で
意
識
改
革
を
し

て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

若
輩
者
で
す
が
同
会
の
発
展
及
び
施

工
業
者
や
消
費
者
へ
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避

の
啓
蒙
活
動
に
精
進
し
て
い
く
所
存
で

す
。 

    

□
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

10
年
度
第
１
回
研
修
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

10
年
７
月
24
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
00
分
～
16
時
15
分 

▽
場
所 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
４
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線 

大
井
町
駅
前 

▽
講
演
内
容 

一
時
限
目
：
13
時
00
分
～
14
時
30
分 

「
建
築
瑕
疵
概
念
に
つ
い
て
」 

 
 
 

講
師
：
大
川
照
夫
（
当
会
理
事
長
） 

二
時
限
目
：
14
時
45
分
～
16
時
15
分 

「
建
築
瑕
疵
判
定
事
例
」 

 
 

講
師
：
大
川
照
夫
（
当
会
理
事
長
） 

：
佐
藤
賢
典
（
当
会
理
事
） 

▽
参
加
費 

会
員
四
千
円
・
非
会
員
五
千 

 

円 

▽
主
催
・
問
合
せ 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

℡
（
０
４
２
・
３
１
１
・
４
１
１
０
） 

  □
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
ご
依

頼
い
た
だ
い
た
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
回
答
を

頂
い
た
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  

 

不
動
産
屋
と
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
信
用

で
き
な
か
っ
た
の
で
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
方

に
み
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
良
か
っ
た

で
す
。
家
を
建
て
る
と
い
う
喜
び
よ
り
も

不
安
や
心
配
が
は
る
か
に
上
回
る
た
め
、

建
築
Ｇ
メ
ン
の
方
に
み
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
不
安
が
軽
減
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
東
京
都
在
住

の
方
か
ら
） 

    

私
に
と
っ
て
非
常
に
役
に
立
っ
た
。
建

築
Ｇ
メ
ン
の
方
は
と
て
も
良
い
仕
事
を

し
て
く
れ
た
。
建
築
Ｇ
メ
ン
の
方
を
知
っ

て
い
る
人
が
少
な
い
の
で
、
も
っ
と
広
報

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
事
！
（
茨
城
県
在
住
の
方

か
ら
） 

    

建
築
Ｇ
メ
ン
の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
の

お
か
げ
で
、
建
物
の
欠
陥
を
す
べ
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
建
築
Ｇ
メ
ン
の
方

に
来
て
い
た
だ
い
て
い
な
か
っ
た
ら
、
重

大
な
欠
陥
に
も
気
付
か
ず
大
変
な
こ
と

に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
建
物
の
欠
陥
に

気
付
い
て
も
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
。
そ
ん
な
時
に
無
料
で
電
話
相
談

を
建
築
の
専
門
家
の
方
に
し
て
も
ら
え

る
、
依
頼
し
て
か
ら
も
料
金
も
明
確
で
す

し
、
と
て
も
心
強
い
！
と
て
も
素
晴
ら
し

い
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。
（
千
葉
県
在
住

の
方
か
ら
） 

 

♥♥

  

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会

が
始
ま
り
、
み
な
さ
ん
も
寝
不
足
か
と
思

い
ま
す
。
六
月
十
五
日
に
建
築
士
定
期
講

習
会
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
前
夜
カ
メ

ル
ー
ン
と
の
試
合
が
あ
り
ま
し
た
。
と
て

も
大
事
な
講
習
会
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多

く
の
受
講
生
が
テ
レ
ビ
観
戦
を
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
丸
一
日
の
長
丁

場
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
真
剣
そ
の
も
の

で
す
。
実
は
最
後
に
試
験
が
待
っ
て
い
る

と
い
う
ハ
ー
ド
な
日
程
な
の
で
す
。 

建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
三
年
に
一

度
の
法
定
講
習
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
講
習
内
容
は
膨
大
な
も
の
で
す
が
、

特
に
職
業
倫
理
の
科
目
を
重
視
し
て
い

ま
す
。「
法
的
な
責
任
と
職
業
倫
理
」「
依

頼
者
の
信
頼
に
応
え
る
心
」
「
社
会
や
環

境
を
裏
切
ら
な
い
心
」
「
建
築
士
に
対
す

る
罰
則
の
強
化
」
と
続
き
ま
す
。
い
ず
れ

も
姉
歯
建
築
士
事
件
を
き
っ
か
け
と
す

る
法
改
正
が
垣
間
見
え
る
内
容
で
す
。 

 

確
か
に
法
律
は
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
建
築
士
が
心
を
ど
こ
ま
で
入
れ

替
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 
 

 

 

（
Ｍ
・
Ｇ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 


